
地区 地区№ 出された意見（個人が特定される意見は除いてあります。）  意見掲載日

令和5年3月31日時点

三方原 16 住宅、工場が多いが優良農地も多くある（バレイショ中心） R5.3.31

三方原 16 満州街道近くは開発が多い。防除に気を使う、農地集積を R5.3.31

三方原 16 赤土があればバレイショの生産ができる。農地を守るために水利は必須 R5.3.31

三方原 16 作物部会でも若手の大口農家が借りている。集積されると効率UP R5.3.31

三方原 16 三方原用水があるが開発が多い、小さな圃場が多い R5.3.31

三方原 16 大原地区は開発が進んでいる R5.3.31

三方原 16 耕作放棄地は少ない R5.3.31

三方原 16 根洗、大原の未開発を守っていく R5.3.31

三方原 16 農業は肥料、農薬等お金がかかる R5.3.31

三方原 16 農地を増やすと機械導入が必要でありお金がかかる R5.3.31

三方原 16 通勤ラッシュがひどくトラクターが通れない R5.3.31

三方原 16 農地に不動産の看板が多い、農地は農地で貸借をするべきだがそんなに多くは借りられない R5.3.31

三方原 16 相続関係をどうにかしないと農地の細分化が止まらない R5.3.31

三方原 16 農業用水の有り無しはバレイショに影響があり地主の理解が必要 R5.3.31

三方原 16 水利組合でも撤去したいという声が多い R5.3.31

三方原 16 大規模既存宅で農地が宅地化が目立つ R5.3.31

三方原 16 工業団地は多く、すぐにできる。農業団地はできないのか R5.3.31

三方原 16 工業団地になっているところは農業がやりにくい R5.3.31

三方原 16 農業をやっている人に農業をやってもらうしかない R5.3.31

三方原 16 農業用水が大切である R5.3.31

三方原 16 白地になるところが多い R5.3.31

三方原 16 浜工そばは宅地化進む R5.3.31

三方原 16 農地として必要な所有 R5.3.31

三方原 16 三方原用水があるのに何で工業化 R5.3.31

三方原 16 畑が小さくなる（小さい畑が残る） R5.3.31

三方原 16 三方原台地は全体的に市街化、工業団地化が進んでいる。 R5.3.31

三方原 16 農地であっても実情は一般住宅が多く営農しにくい R5.3.31

三方原 16 水利の維持管理は必要、重要 R5.3.31

三方原 16 大原町のあたりは工場等が増えているため農地が減っている R5.3.31

三方原 16 農水の利用は大切 R5.3.31

三方原 16 水利がないところは無理 R5.3.31

三方原 16 住宅、工業、農地をはっきり区割り R5.3.31

三方原 16 自分の経営している農地は守りたい R5.3.31

三方原 16 産地作物は守りたい R5.3.31

三方原 16 大原は工業化、三方原～三幸は空いている畑が多い R5.3.31

三方原 16 工業化、市街化によりまとまった農地が減少 R5.3.31

三方原 16 水利の有無による耕作の違い R5.3.31

三方原 16 住宅の間に農地がある場合が多く耕作が年々やりにくくなっている R5.3.31

三方原 16 宅地になると思う R5.3.31

三方原 16 工業団地化、市街化区域は続けられなそう R5.3.31

三方原 16 若手農家さんを大切にしていきたい R5.3.31

三方原 16 南の方は継続できなさそうなエリアが多く、北側は継続できそうなエリアが多い R5.3.31

三方原 16 テクノロード沿いの工業用用地化が進み農家の衰退化が進んでいる R5.3.31

三方原 16 浜松環状線から北では農地の利用が残りそう。南では宅地の利用が進んでいると思われる R5.3.31
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三方原 16 満州道路辺りでは工場の進出が進んでいる R5.3.31

三方原 16 浜江より北側が概ね良いが満州道路沿いは工場用地 R5.3.31

三方原 16 農業用水がある農地は利用しやすい R5.3.31

三方原 16 もくれん通りも宅地が多くなっている R5.3.31

三方原 16 農業をやるところと宅地を分けることができれば R5.3.31

三方原 16 防除に気を遣う R5.3.31

三方原 16 高齢でやめたい人も多い R5.3.31

三方原 16 農地貸借により経営面積拡大を希望。農地を借りたい生産者が多くいる一方で農地所有者は農地を売却したい。 R4.3.31

三方原 16 農業者は、農産物に希望価格を付けられないが、生産コストは年々増加傾向にある R4.3.31

三方原 16 農地と、住宅、工場との混在があり効率化が難しい。また、作業時間の制限や住民とのトラブルも発生する。 R4.3.31

三方原 16 行政からのサポートをしてほしい。 R4.3.31

三方原 16 大口法人だけが今後の農業を支えるばかりではない。地元の声を聞き入れてほしい。 R4.3.31

三方原 16 チンゲンサイ生産者で規模拡大の意向がある。 R4.3.31

三方原 16 宅地、工業用地、農地が混在しており農作業がしにくい状況が増えている。 R4.3.31

三方原 16 農地の購入が厳しくなっている。（坪単価の上昇） R4.3.31

三方原 16 馬鈴薯生産者で規模拡大の意向がある。 R4.3.31

三方原 16 宅地、工業用地、農地が混在しており年々農作業がしにくい環境となっている。 R4.3.31

三方原 16 葉ねぎ生産者で規模拡大の意向がある。 R4.3.31

三方原 16 隣接の耕作放棄地から害虫被害がある。行政から指導してほしい。 R4.3.31

三方原 16 農地と宅地が混在していて営農がやりにくい。 R4.3.31

三方原 16
宅地化が進むことで、残された農家の維持管理費等の費用負担が増加している。
農地を守るためにも耕作地の集約化が必要だと思う。

R4.3.31

三方原 16 耕作している隣接地が耕作放棄地になって草の種が入ってきたりいろいろ困っている。 R4.3.31

三方原 16 トラブルの元なので行政が中に入って話をしてほしい。 R4.3.31

三方原 16 大手会社の進出で、車の混雑により営農に支障が出ることがある。 R4.3.31

三方原 16 相続等により農地が農家以外の方にわたり耕作放棄地になるケースが多い。早めの対策が必要。 R4.3.31

三方原 16 栽培面積を増やしたいが情報がない R4.3.31

三方原 16 茶の生葉売り農家を紹介してほしい R4.3.31

三方原 16 機械の導入更新にかかる助成金があれば教えてほしい（茶の生産向上のための機械）（茶業界が疲弊しないように） R4.3.31

三方原 16 ①点在→集約化（農地の）ができるのか？（後継者がいないところ→57.7haを）→色分け・整理 R2.12.21

三方原 16 ②耕作地拡大希望との連動、連携→色分け・整理 R2.12.21

三方原 16 ③宅地化が進んでいる―規制緩和が必要。農地の確保 R2.12.21

三方原 16 担い手が多い、混在化、今後放棄地が多くなる R2.12.21

三方原 16 農地が減ってきている。補助金。農地との割合が少ない。地区によって工場転用多い R2.12.21

三方原 16 専業農家の減少が目立つ。他地区からの耕作に頼る R2.12.21

三方原 16 外からの入り作 R2.12.21

三方原 16 農地を守ること R2.12.21

三方原 16 三方原地区では、専業農家の減少が目立つ R2.12.21

三方原 16 他地区からの耕作者に頼るのが多い R2.12.21

三方原 16 耕作放棄地は減少している R2.12.21

三方原 16 より多くの担い手を地域に受け入れる体制を作る必要がある R2.12.21

三方原 16 工場の進出等農地の減少している現状 R2.12.21

三方原 16 市のこれからの展望を聞きたい R2.12.21

三方原 16 田はない、畑作のみ　2名田 R2.12.21

三方原 16 地区によって住宅・工場用地が多い場所がある R2.12.21
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三方原 16 畑の点在が目立つ、集約化 R2.12.21

三方原 16 担い手82名は多い R2.12.21

三方原 16 工場・住宅が多くなってきている R2.12.21

三方原 16 農業用水があるないか R2.12.21

三方原 16 家庭菜園 R2.12.21

三方原 16
29名の担い手農業者が耕作地拡大を希望しているアンケート結果が出ているが、工場や家が建ったりで農地が減ってき
ている気がするため拡大も厳しくなってくる気がする

R2.12.21

三方原 16 利用権の設定が少なく、口約束が多い R2.12.21

三方原 16 専業農家の減少が目立つ R2.12.21

三方原 16 耕作放棄地は減少 R2.12.21

三方原 16 後継者が少ない R2.12.21

三方原 16 宅地化が進んでいる→農地を守る R2.12.21

三方原 16 果樹の割合が多い R2.12.21

三方原 16 農業がやりにくくなっている→大きな建物が建つと影ができてやりにくい。苦情なども増える R2.12.21

三方原 16 農地の集約化 R2.12.21

三方原 16 耕作していない農地が目立つ→地元の人ではない R2.12.21

三方原 16 地区によって農業用水がない R2.12.21

三方原 16 家庭菜園を大きくやっている人もいる R2.12.21

三方原 16 混在化が進んでいる。 R2.12.21

三方原 16 農業がやりにくくなっている→作業すると苦情がくる。法的に農地のすみ分けができるように R2.12.21

三方原 16 高齢・後継者のいない面積が多い。今後、放棄地が多くなると思われる R2.12.21

三方原 16 農地を水増したくても、借りられる農地が少ない R2.12.21

三方原 16 他地区から耕作がある（程度）多い→ここが減ると、放棄地が増える？どう集約するか？ R2.12.21

三方原 16 農地が多い割に、利用権の設定地が少ないと感じる R2.12.21

三方原 16 今回のコロナの事でもそうだが、補助金に関わる事も多いのでどうかと思う R2.12.21

三方原 16 担い手農業者が少ないのかと思うほど、農地との割合の差が目立つ R2.12.21

三方原 16 地元で農業をする人が減っているのか R2.12.21

三方原 16 点在農地は集約、もしくは農地確保などの規約などはできないのか R2.12.21

三方原 16 混在化が進むので農業自体がやりにくい環境にある R2.12.21

三方原 16 担い手が83名、想像していたより多かった R2.12.21

三方原 16 耕作放棄地は少ない R2.12.21

三方原 16 労働力、後継者が82名あり、今後も安心できそう R2.12.21

三方原 16 果樹の割合が思ったより多かった R2.12.21

三方原 16 混在化が進んでいる。今後、放棄地が増えそう R2.12.21

三方原 16 工場・家が建って、農地が減ってきている R2.12.21

三方原 16 住宅が多い場所があり、宅地化が進んでいる R2.12.21

三方原 16 利用権設定が少ない R2.12.21

三方原 16 耕作放棄地は減少している R2.12.21

三方原 16 地区内の専業農家の減少 R2.12.21

三方原 16 農地の集約化ができるか？ R2.12.21

三方原 16 担い手83名と思ったよりいて安心。また、果樹農家が思ったより多かった R2.12.21

三方原 16 工場・住宅が混在し、農地が減っている。農地をまとめることが課題 R2.12.21

三方原 16 放棄地が減っているのは、いい傾向 R2.12.21

三方原 16 3.11以来、住宅や工場が北区に進出し、その影響を農地が受けている R2.12.21

三方原 16 後継者がいない農家と規模拡大農家とのマッチングが必要 R2.12.21
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三方原 16 点在化農地の集約化が必要 R2.12.21

三方原 16 法律を活かして、農地と工場・住宅のすみ分けができないか R2.12.21

三方原 16 後継者のいない人の農地57haをどうしていくか R2.12.21

三方原 16 地域を回ると、放棄地は減っているが、未利用地は多くなっている。保全管理はされているが R2.12.21

三方原 16 専業農家が少なくなっている。また、外からの農業者が半分くらいおり、その入り作に頼っていくしかない。入り作大事 R2.12.21

三方原 16 用水がない所は、どうしても宅地化が進んでしまう R2.12.21

三方原 16 農家ではないが、家庭菜園的に5畝くらいやっている人もいる。大事にしなくては R2.12.21

三方原 16 農地が点在し、住宅と工場の中では農業がやりにくい。日影になる。集約化できればやりやすくなる。 R2.12.21

三方原 16 担い手の耕作地26％は少ないと思う R2.12.21

三方原 16 農地が借りにくい。借りられない。農業をやる人の方が弱い R2.12.21

三方原 16 外からの入り作が多い。入り作が、規模拡大してくれる R2.12.21

三方原 16 規模拡大したい人がいる中で、次々と農地がなくなっていく R2.12.21

三方原 16 農地を守っていく活動を、このプランの中でできたらと思っている R2.12.21

三方原 16 農地を買おうと思っても、普通の農地の値段ではない。工場などの転用の影響か R2.12.21

三方原 16 農地として買うための補助金など、国の支援を働きかけるとか必要 R2.12.21

三方原 16 三方原台地でも、イノシシやハクビシン、カモシカなどの被害が増えている。対策が必要 R2.12.21

三方原 16 農業委員会と認定農業者(担い手)を中心にした地域単位の活動ができる組織体制と地域リーダーが必要 R3.1.8

三方原 16 地域で話合いできる環境を醸成し、活動が無理なく長続きできることが大切だと思う。 R3.1.8


